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寛解維持における

プロアクティブ療法とは



【1】プロアクティブ療法とは

○外用薬と保湿剤の使い方

●寛解導入後は、ステロイドやタ

クロリムス軟膏などの外用薬

と保湿剤を併用しながら、やが

て保湿剤のみで寛解を維持で

きるようになることが理想で

ある。

●しかし、反復性の経過をたどる

アトピー性皮膚炎では、皮疹が

再燃することは珍しくない。

●このとき、症状が軽快したから

といって外用薬を使わずにい

ると、再燃は大きなものとなっ

てしまう。

●症状の悪化が目に見えてから

外用薬による対応を続けても、

疾患自体は軽快へと向かうこ

とができない。

○プロアクティブ療法

●近年は、アトピー性皮膚炎があ

る程度軽快した後も外用薬の

使用を続けることで、再燃を抑

え、良好な状態を維持していこ

うとする考え方（プロアクティ

ブ療法）が注目されている。

寛解維持におけるプロアクティブ療法とは
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【2】スキンケアの実際

◆治療の三本柱の一つであるスキンケ

アは、寛解維持の大切な要素である。

◆重症ではない患者では、スキンケア

を主体とするだけでもかなり良い状

態になるため、時間をかけてスキン

ケアの説明をすることが望まれる。

◆「アトピー性皮膚炎診療ガイドライ

ン 2009」では、スキンケアの実際と

して、以下の要点があげられている。

1．皮膚の清潔…毎日の入浴・シャワー

●汚れは速やかに落とす。しかし、強くこすらない。

●石鹸・シャンプーを使用するときは、洗浄力の強いものは避ける。

●石鹸・シャンプーは残らないように十分にすすぐ。

●かゆみを生じるほどの高い温度の湯は避ける。

●入浴後にほてりを感じさせる沐浴剤・入浴剤は避ける。

●患者あるいは保護者には皮膚の状態に応じた洗い方を指導する。

●入浴後には、必要に応じて適切な外用薬を塗布する。

2．外用薬による皮膚の保湿・保護…保湿・保護を目的とする外用薬

●保湿・保護を目的とする外用薬は皮膚の乾燥防止に有用である。

●入浴・シャワー後には必要に応じて保湿・保護を目的とする外用薬を塗

布する。

●患者ごとに使用感のよい保湿・保護を目的とする外用薬を選択する。

●軽微な皮膚炎は保湿・保護を目的とする外用薬のみで改善することがある。
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3．その他

●室内を清潔にし、適温・適湿を保つ。

●新しい肌着は使用前に水洗いする。

●洗剤はできれば界面活性剤の含有量の少ないものを使用し、十分にすすぐ。

●爪を短く切り、なるべく掻かないようにする。

　（手袋や包帯による保護が有用なことがある）　　　　　　　　など

○ポイント

●皮膚の清潔は、毎日の入浴やシャワーにより、皮膚バリアーを壊さず、

刺激を避けながら汚れを落とすことがポイントとなる。

●アトピー性皮膚炎の患者は皮膚角質の水分保持能が低いため、約15分

後には入浴前の状態に戻ってしまう。入浴後はできるだけ早く、保湿・

保護のための外用薬を用いる。

○保湿剤の使い方や効果の説明

●右図は、小児科領域における

患者調査のデータである。

●多くの患者は医師からスキン

ケアについて説明を受けてい

るものの、具体的な保湿剤の

使い方やその効果については

十分な説明がなされていない

といえる。

●これをカバーするためには、

看護師の協力が不可欠である。

●また、患者が質問しやすい雰囲気で接することも大切である。
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